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物  質  名 テレフタル酸 ＤＢ－32 

別   名 

p-フタル酸 
p-ベンゼンジカルボン酸 
p-カルボキシ安息香酸 
 

C A S 番号 100-21-0 
PRTR 番号 第 1種 205 
化審法番号 3-1334 

構 造 式 
 
 
 

分 子 式 C8H6O4 分 子 量 163.13 
沸 点 該当せず（昇華；402 ℃） 1） 融 点 該当せず 
蒸 気 圧 9.20×10-6 mmHg (25℃) 2） 換 算 係 数 1 ppm = 6.79 mg/m3  (25℃) 
分 配 係 数（log Pow） 2.00 3） 水 溶 性 15 mg/L (20℃) 4） 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 3,200 mg/kg 5）  
 ラット 経口 LD50 > 6,400 mg/kg 5）  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ ラットに 0、15、62.5、250、1,000、2,500 mg/kg/dayを 90日間混餌投与した結果、15 mg/kg/day
以上の群で膀胱結石、2,500 mg/kg/day群で膀胱粘膜上皮の過形成を認めた。また、ラットに
500、1600、5,000 mg/kg/dayを 90日間混餌投与した結果、1,600 mg/kg/day以上の群で結石に
よる尿管の損傷、5,000 mg/kg/dayで死亡、体重減少、血尿を認めた 6）。 
・ Fischer 344ラットに 0、20、142、1,000 mg/kg/dayを 2年間混餌投与した結果、雄では 1,000 

mg/kg/day群で肺、心臓、肝臓、腎臓の重量減少、雌では 142 mg/kg/day以上の群で心臓、腎
臓の重量減少を認めた。また、1,000 mg/kg/day群の雌で膀胱結石、膀胱粘膜上皮の扁平上皮
化生及び腫瘍の発生を認めた 7）。 
・ラットに 0、0.52、1.19、3.31 mg/m3（エアロゾル）を 4週間（6時間/日、5日/週）吸入させ
た結果、3.31 mg/m3群で気管粘膜上皮の変性を認めた 6）。 

生生生    殖殖殖    ・・・    発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、15、62.5、250、1,000、2,500 mg/kg/dayを 90日間混餌投与した結果、1,000 mg/kg/day
以上の群で死産仔及び出生仔死亡の増加、出生仔体重の減少を認めた 6）。 
・ラットに 0、0.9、4.7、10.4 mg/m3（エアロゾル）を妊娠 6日目から 15日目まで吸入（6時間

/日）させた結果、母ラット及び胎仔への影響を認めなかった 8）。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・蒸気及び粉塵は、皮膚、眼、上気道に対して激しい刺激作用がある 5）。 
・動物実験では、経口暴露の影響は主に膀胱（結石、炎症、上皮細胞過形成）に限定されてお

り、吸入暴露では膀胱への影響は認められていない。2 年間の経口投与試験では腫瘍の発生
も認められているが、これは膀胱結石が上皮細胞を損傷させたことによると考えられる。 
 ヒトでも本物質による結石の生成は、尿中の Ca2+と本物質濃度が結石成分の溶解度積を超え

ない限り起こらないことから、ヒトでの平均的な尿排泄量を 1.5 L/日と仮定すると、結石生
成に必要な本物質の吸収量は 2,400 mg/dayとなるが、通常これほど多量を摂取することはな
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いため、ヒトでは結石生成及びそれに伴う害作用はありえないものと考えられる 9）。 
・本物質の腎臓での代謝を検討した結果から、生涯にわたって経口摂取しても有害な影響が現

れない量として、1.4 mg/kg/dayが考えられた 10）。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 11） TLV-TWA 10 mg/m3  
 日本産業衛生学会 －  

 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ヒトの腎臓での代謝を検討した結果から、生涯にわたって経口摂取し

ても有害な影響が現れない量として考えられた 1.4 mg/kg/day を暫定無毒性量等として設定す
る。 
 吸入暴露については、ヒトの TLV-TWA 10 mg/m3（膀胱結石、肺への影響の予防）を採用し、

暴露状況で補正した 2.4 mg/m3を暫定無毒性量等として設定する。 
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